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れを「流三の遊興」とすることの可能性が検肘されている。

（２）へテログロッシアと英訳されているパフチンの'mznorechie,（ロシア

肌）概念は、甘踊的多様性、簡珊的矛朋、出簡硲混漸などのようにも駅されてい

る。ここで異租混交と脱したこの概念は、ミクロ言語的なスケールでいえば、す

べての発話の意味生成にとって基本条件になるものである。つまり、それは、発

賭がその内部に他者の発賭の復跡を常に含むものであること、また過去と未来の

間方における他者の発貼の硬跡を含むことを表している。パフチンはこうした異

削混交性について、「曾蕊のなかには、二つの１W，二つの窓味、そして二つの表

現が存在する」と述べている（｢小脱の画蕊ｊ1935年)。したがって、異梱混交と

は、発賭に含まれる他脅の商（言葉）と行為主体の声（回葉）との緊弧関係や格

闘ということができる。あらゆる発話は．そのよう#こして、再生・反復の側面と

一回限りの唯一性の側面を併せもつのである。異櫛混交の観点からすれば、発昭

は、それぞれが社会的な前説として、世界の見方に関する特有な個念体系を表現

しており、発贈の内部やあいだには、対胎的な格闘が広がっているのである。階

級、人飢、ジェンダーなど、文化的に多橡な脚や観点や社会的賭力が矛価や葛隙

をはらみながら衝突する状鰹、そしてそれらのハイブリッドな綱築を、異仙混交

の概念は示している。

（３）本来は音楽用師としてモノフォニー＝単旋律ではない多旋律・多声青楽

を窓味する。パフチンによってドストエフスキーの「多脚的」な小脱の特徴を炎

すのに援川された。そうしたポリフォニーは、ｊｌｔ－の作者の窟鋤に還元されるこ

とはなく、作者と主要人物の曾葉が対辱に相互作用する状胆を変すのである。

（４）パフチンの用いた‘rech，に対応するが、このロシア鮒は、（１）目副能力、

言閲淡現力、(2)コミュニケーションとしての言葉、(3)賭法、商い回し、(4)賭

し方、(5)会話、談話、(6)演脱、などを意味する多義的な師である。バフチンの

日本脳択では「ことば」とされることが多い。ソシュール百冊学におけるラング

とパロールの区別に引き寄せれば、ある煎脇の文字や音痴や朋哉・栂文の体系の

ことではなく、面脳の体系によってつくり鱈される組み合わせに応じて、現実の

コミュニケーションのなかで謡者がその簡朋を活用・実践することであるといえ

よう。

(ＪＯ｜訳注



第２章

（１）．symbol’は、オグデンとリチャーズの択凹では「醗微｣、ミードの吠書

では「シンボル」と択されているが、本省では、「シンボル」で統一した。

（２）まず教育の第一段階で、大人が自分の手で荷典唖児の手を動かしながら、

あらゆる動作を自分でやってみせることからはじめ、最終段階になるとただサイ

ンを出すだけで一手を一定の方法で触れるだけで一子どもが自主的に、覚え

た操作を全部遂行するというものである。この原則は、心理がツール、面翻、行

動規則など、祉会的なものの影響のもとで形成されるというヴィゴツキーの思想

を実現したものに他ならない。

（３）以下、‘w0TkaCtiVity，を「労働活動」と択している。

第３章

（１）1904-1980年。その学問的棄績は、人知学、心理学、サイバネティックス、

輔神医学、肋物生態学など多分野にわたる。本禰で細介されているダプルパイン

ド珊瀦は、1960年代以降、サイバネティックスの呼え方にラッセルの哨即階剛の

理諭を取り入れて創り出されたものであり、ペイトソンは、この瑚瞳を使いなが

ら、輔神、自然、社会などの交鯖、関わりを分折している。主著に、「輔神の生

態学」（1972年)、『精神と自然｣（1979年）がある。

（２）石淵を作るときにできた剥片を打ち欠いてさらに石器を作ること。

（３）他の符啓のなかで、エンゲストロームは、１節三のアーティファク卜」の

例として、科学的パラダイム、新しい橡式をもった装術作品、社会政論的なヴィ

ジョンなどをあげている。このように、「第三のアーティファク卜」とは、すぐ

れた想倣力によって創造され、築団的活動に、これまでとは異なる枠組み、アイ

デンティティ、パースペクティヴ、指針などをもたらすようなアーティファク卜

のことである。

（４）高い所で工耶をするとき、足喝を組んで作業をし、作業が終わると足場

をはずす。これと同じように、子どもが難しい採岨に取り組むときに、敬師が何

らかの「足嶋ｊを作って捜肋してやり、一人でできるようになるとそれをはずす

こと。

第４章

（１）ピアジェの認知発巡段附錨は、よく知られているように連脱する四つの

段陪を述べている。それは、照覚運動期（０‐２賎まで)、航操作期（２‐６蝋)、

具体的操作期（７－８鱗から１１１２蝋)、形式的織作期（11-15歳）である。ここで

は、形式的操作期を超えた発逮段階として「弁証法的操作」が取り上げられ、そ

(巧）



的分析の其の』1t位となる。複雑な統一体を研究しようとする心理学は、このこと

を珊解する必要がある。心剛学は、要素に分解する方法をj１t位に分解する分析方

法に代えなければならない。そして、このような分析により、凹分たちの帥に立
てられた具体的問題の解決を砿みなければならない」（｢思考と画狐11934年)。

本書第４章節１－３節では、理盈的思考の拡殻的サイクルにおける「狂細胞」と

いう考え方をふまえ、思考の迩具としての「モデル」が検討されている。

（14）本嘗では、oinstrument，を「道具｣、’to〔》I’を「ツール」と眼し分けた。

馴義鮒であるが、次のよう厳皿嬰な使い分けがあるからである。，inslrumenl’

と,t⑪Cl’は共に行為を媒介するアーティファク卜（本章の訳注(4)を参照）のこ

とを指している。しかし、’too１．は一次的な媒介物を指すことに限定されて用い

られるのに対し、･instrument’はそれを含み込み、かつより高次のレペルにま

でわたる、行為の媒介手段（mediationalmcanS）を意味することに使われる。

ここで、一次的な、節一のレベルでのアーティブァク卜である，t《〕《11,は、尚疋
した正しいやり方にしたがって便ｍされるような人工物であり、反掴を通して根

期化された操作をもたらす具体物である。エンゲストロームは、こうした第一の
アーティプァク卜を超えるレペルとして、飾二、第三のアーティファクトを考え

ている（本書節３章第３節を参則。第二のアーティファク卜として「モデル｣、

節三のアーティファクトとして「世界股ｊ「方法瞳」「イデオロギー」があげられ

ている)。この三つのレペルでの学習すべてにおいて、．instrumcI1t．という州柵
は学習を媒介する手段の意味でⅢいられている。これら二つの川陥の迎いについ
てたずねたところ、エンゲストロームは、コンピュータはツール、それを使用す

るさいの方法から第二のレペルでのアーテイブァク卜が立ち上がってくると、例
示してくれた。こうした観点からすれば、ヴィゴツキーによる行為の媒介性の研

究は、その斬察があくまでもツールや記号（すなわち、第一のアーテイファク

卜）に限定されていたということもできる。

（15）「泣眺体」という概念は、佃人の行為を媒介する叩一の遡興ではなく、

築団的活動において侠用される迦具のシステムや複合をとらえようとするもので

ある。ヴィゴツキーは、行為の媒介性の研究においてもっぱら爪一の道具に熊点

を合わせている。しかし、ある個人がどのような人であるか、その心性
（mentaIity，心の複合システム）は、たとえばその人が自分の部賊において創り
出している適典の複合システム、すなわち遊興体（instrumemlality）を通じて
珊解できよう。カリフォルニア大学サンディエゴ校人間駆知比較研究所において
エンゲストロームにこのことをたずねたとき、彼は研究所を指し厳がら、新しく

参加するメンバーは研究所で桐築されている染出的な道具体になじむのに当初戸
惑うだろうと、例をあげてくれた。

(岬）｜訳注



と、また人間の脳は文化的なツールや記号と協働する柔軟な器官であって、亜大

な揃傷を受けた明合でさえ活動を再媒介することが可能であることを提IIuした。

（11）文化一服史的活動理論にもとづいて、人々 の社会的実践、Ⅱ:班、組織の

研究へ学際的にアプローチしようとする方法強であり、実践の変化・革新への介

入をその課題とする。ＤＷＲと略記される。1980年代の初め、エンケストローム

は、フィンランドにおける研究者や実践者と共に、このＤＷＲに魁手した。そ

の代表的なプロジェクトは、「フィンランドの中規模郁市における公立卿院での

医療活動の再組織化の研究」（1986-1994年）である。現在、ＤＷＲは、人々 の社

会的実践、仕耶の現鳩の広い範囲一痢院、裁判所、工嶋、学校、郵便局、メ

ディア・カンパニーなど－において、実践者が凹身の活動システムを分析しデ

ザインし直すことを支援するような介入の方法論と考えられている。このような

ＤＷＲは人間科学における参加的・協同的なアクション・リサーチの流れに位置
づけられよう。

（12）1895-1975年。ロシアの文芸学肴・思想駁。Ｉ対話性ｊ「対踊的能動性」
の思想によって、現代の批評馴抽に大さ厳彫容を与えている。『ドストエフス

キーの詩学の淵川幽』（1963年）では、「それぞれの11t界をもった槻散の対等な意

蹴が、各自の独立性を保ったまま、何らかの事件というまとまりのなかに織り込
まれていく」という、小説のポリフォニー性が誼じられ（本書鋪４章の択注(3)

を憩照)、「プランソワ・ラプレーの作品と中世・ルネサンスの民衆文化｣（１９６５

年）では、カーニパル曲が提起されている。また、「小脱の阿梁』（1935年）では、
小鋭の形式に猟点を合わせ、多くの)刊（多jlf性）や多棟な祉会的簡冊の芸術的な
交智、さらには蝿、混交として小説世界をとらえている（本書第４錘の択注(2)
を参照)。エンケストロームによるパフチン理鎗の導入は、本書第４章第１１節で
行われている。

（13）「庇細胞ｌと噸えられる、弁賊法的・理抽的思考（｢抽敗から具体への上

向｣）における抽欺化にあたるものとして、たとえばマルクス『資本蛸」の資本
主製経済分析における「商品」をあげることができよう。ヴィゴツキーは人間の
麗諏に関する心理学研究のなかで、恵裁を個々 の要索に分解してし畿う「隙子塗

的恨能分析」を批判し、それに代わる恥位分析の方法勘を提起している。そのさ

い、そうした「巾位ｌは弁証法的・理飴的思考における「旺細胞」と嘘えうるも

のである。「４１位ということでわれわれがここに考えるのは、要素とは異なり、
全体に間有な麟本的待間のすべてをそなえ、それ以上はこの銃一体としての生き
た部分として分解できないような、分析の産物である。水の科学式ではなく、分

子および分子運動の研究が、水の佃々 の性質を説明する鍵となるのである。これ

と同様に、生活体に固有な基本的特簡のすべてをそなえた生きた細胞が、生物学

(咽）



挫術作品、文字、略図・図解・地図・製図、あらゆる祁剛の棟式的肥号、などな

ど」（｢心理学における迦興主義的方法」1930年）といった例をあげている（本書

鋪２章節４節を参照)。こうした行為の媒介手段としては、川具や楓械といった

物間的アーティファク卜だけでなく、意味システムや間皿解決の方略、意思決定

の手統きといった観念的アーティファクトをとらえねばならない。つまり、それ

らは同時に観念的・主観的であり物質的・客観的であるわけなのだ。

（５）ここで「文化‐歴史的な社会の」と沢しだ societaI’は、人棚に特有な

文化-雁史的発生という時間枠における相互作用の次元を問題にする点で、

'瓢)cial,（｢社会的ｊと訳した）と区別できる。

(6)1903-1979年｡ロシアの心理学者､ヴｨゴﾂｷー の共同研究者｡ﾓｽｸﾜ

大学心理学部敬授として、「活動」の概念を人間科学の分析単位として体系化し

た。主著「活動と意識と人格〕（1975年）において、「活動一行為一橡作」という

｢活動の三層綱適」を提叫した（本省期２通期４節を参照)。活動は、股初、典聞

的なシステムとして「対破／動槻」によって突き動かされる。次に、活動は、目

標によって動く個人のいくつかの「行為」から現実のものになっていく。さらに、

その行為は、遂行の条件に応じてルーティン化された「搬作」を手段として現実

化する。こうした活動理鎗の意義は、孤立した行為やスキルではなく、典団的な

活動システムとその対象／動機の全体的な変化を発遠的に理解し促進しようとす

るところにある。

（７）ここで「仕耶」と眼した’w⑪rk’は、「労働」（labOr）が社会継済的用剛

であり一般的・標期的な意味合いをもつことと対照する厳らぱ、あくまでも「私

の仕駆」や「あなたの仕邪」といったように、特定の具体的な次元を柵題にして

いるといえる。

（８）1924-1979年。ロシアの哲学者。人川の活動システムが「抽象から具体へ

の上向」としていかに分析されうるかを研究した。それによれば、活動システム

の変化・莱斬は、般初は叩純な形での内的矛胴から始まり、それが複鞭で多橡な

全体へと拡張することに見いだされるのである。

（９）人ＩＭＩに独自の諭理的肥侭、随意的注愈、知覚、概念形成、抽象的思考、

意志、想像力などを意味する。ヴィゴツキーの理萱は、こうした高次心珊機能の

文化-歴史的理箇と呼ばれている。彼は、子どもの「自然的発達」が、それとは

対比される「文化的発逮」の迦筋に接触・相互作用することによって、「鵡礎的

心珊機能」が「高次心理機能」へと転換していくと鋭いた。

（１０）1902-1977年。ロシアの心理学者、ヴィゴツキーの共同研究肴。モスク

ワ大学心理学部神経輔神痛理学銅座の教授として、文化が思考や推誼の橡式を媒

介していること、そしてそれは生活の様式が歴史的娠換を受けるとき変化するこ

(８２）１訳注



訳注

第１軍

（１）カリフォルニア大学サンディエゴ校コミュニケーション学科教授、人Ⅲ

腿知比較研究所災。微視発生、個体発生、文化一服史的発生といった時間枠にお

いて学習と発逮を研究するマルヅ・・レペルの方法脇を用いて、さまざまに蝿なる

文化や活動の共生と相互作用を理解しようとする活動理強（本章の訳注(2)を参

照）巻提咽している。アメリカにおけるヴィゴツキー学派の代表的な紹介者・研

究者でもある。また、実践的には、協同と組織発逓をテーマに、コミュニティを

蕪無にして放課後の子どもたちが参加する活助システム、「鋼５次元」（Fifth

Dimcn瓢ons）の1M発を進めている。その著響は、文化心馴学、発巡心理学、コ

ミュニケーション鋤など、広舗域にわたる。

（２）ロシアの革新的な心理学稀グループ（文化-歴史的心珊学派)、ヴィゴッ

キー、レオンチェフ、ルリヤによって1920-30年代に導入された人間活動の文化一

歴史的概念を諒祇とする。ＣＨＡＴと略記される。そこでは、周囲の対破に向

かっての、文化的巡具に媒介された典団的活動が蝋点化される。ＣＨＡＴは、そ

のようにして、個人主体と文化-雁史的社会柳遺との裂けＨに禍を架けることを

ねらいとする。ＣＨＡＴは、人間の生活と人生を理解するだけでなく、それを転

換していくための新しい実践的・発途的研究アプローチといえよう。現在、国際

的．学際的な研究組緬として「国際文化研究・活動理論学会」（ISCRAT）の活

動が進められている。

（３）1896-1934年。今世紀初噸のロシアの心珊学者。人朋の行あは環境に対す

る血揺的な反略ではなく、自分自身を外部から銃制できるようになるための文化

的なツールや記培に媒介されていると脱ぐ。こうした人間行為の「媒介性」の概

念によって、文化-歴史的心理学の基礎を生み出した。彼の「股近接発逮仙城」

概念は教育研究・発逮研究においてもっとも活Ｎｉされているものである。それは、

他者との協同がツールや記号の新たな媒介をもたらし構成し、そのことによって

個人が可能性に向けて現在を超えていくあり方が生まれることを明らかにしてい

る。この概念を含む形成的実験の方法脇的思想は、人川の滞征的可能性を辿求す

るものだった。

（４）行為を媒介する文化として人間が創り出しているもの、人工物。ヴィゴ

ツキーは、「言語、さまざまな計数システム、記憶術、数シンボルのシステム、

い）
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佐藤郁競［剃測詞害を持ってＰｑ六判320頁
ワードマツプフイールドワーク慨へ出よう本体2200円

R,エマーソンほか／佐藤郁哉ほか訳

方法としてのフィールドノート

B・グレイザ一・A・ｽﾄﾗｳｽ／後藤隆ほか峡

データ対話型理論の発見

無藤陸・やまだようこ・南博文ほか網

ﾜｰドﾏｯブ質的心理学

i含安瑚生・二寓克災綱

諺難発達心理学〔改訂版］

三富克美・子安I咽蛎

きじX星f/バー ｿﾅﾘﾃｨ心理学

S､ペンサム／秋剛喜代英・11'蝿由忠訳

授業を支える心理学

Ｎ・ランド／若林戊則・細井友規子択

言語と思考

"脚』取材から四六判544頁

物耐の作成態で本網so0円

刷壷からいかにＡ５判400頁
珊沿鞍うみ臆すか本体4200円

創 造 的 に １ １ ９ 六 判 288頁

活剛するコツ本体2200円

Ａ５判248Ｘ

本体2400円

Ａ５判242頁
本体2500円

餌六判288頁
本体2400円

四六判202頁
本体1800円

柴山真琴投法の鵡礎からＡ５判22s頁
子どもエスノグラフイー入門活川溜で本体1900円

ｕゴスワミ署／i'ﾄﾘ川〔実ほか訳

子どもの認知発達
Ａ５判408頁

本体3600円


